
















 

（別紙３）環境自主行動計画第三者評価委員会について 

 

１．設 置  2002 年 7月 23日 

 

２．目 的 

(1) 環境自主行動計画のフォローアップ（温暖化対策編）が適正に行なわれて

いることを第三者の立場から確認し、透明性・信頼性を評価すること。 

(2) 環境自主行動計画のフォローアップ（温暖化対策編）について改善が望ま

れる点を指摘し、透明性・信頼性のより一層の向上に資すること。 

 

３．活 動 

(1) フォローアップ参加業種によるデータの収集、集計、(社)日本経済団体連

合会事務局への報告の各プロセスが適正に実施されたかどうか評価する。 

(2) 事務局が、報告されたデータを正しく集計したか評価する。 

(3) フォローアップ全体のシステムにつき、透明性・信頼性の向上の観点から

改善すべき点を勧告する。 

 

４．委員構成 

委員長： 山 口 光 恒 （慶應義塾大学経済学部教授） 

委 員： 青 柳   雅 （三菱総合研究所地球環境研究本部長） 

 内 山 洋 司 （筑波大学機能工学系教授） 

 佐 藤 博 之 （グリーン購入ネットワーク事務局長） 

 根 上 卓 也 （神戸製鋼所顧問） 

 原   早 苗 （埼玉大学経済学部非常勤講師） 

 

５．活動スケジュール 

11 月下旬 第三者評価委員会レビュー開始

翌年 3月 第三者評価委員会報告 

 

以 上 

 

 

 



（参 考）環境自主行動計画(温暖化対策編)策定の経緯と狙い 

 

１．経 緯 

経団連（現・日本経団連）は、1992 年の地球サミットに先駆けて、1991 年に

「経団連地球環境憲章」を策定し、「環境問題への取組みが企業の存在と活動

に必須の要件である」を基本理念として、環境保全にむけて自主的かつ積極的

に取組みを進めていくことを宣言した。 

96 年には、地球環境憲章の理念を具体的な行動に結びつけるため、「経団連

環境アピール」を発表し、温暖化対策について、産業界として実効ある取組み

を進めるべく、自主行動計画を策定することを宣言した。 

これを受けて、翌 97 年に、「経団連環境自主行動計画」（2002 年度より「環

境自主行動計画」に改称）を策定し、現在 58 団体・企業が参加、温暖化問題に

加えて廃棄物問題にも積極的に取り組んでいる。温暖化対策については、「2010

年度に産業部門及びエネルギー転換部門からの CO2排出量を 1990 年度レベル以

下に抑制するよう努力する」という統一目標を掲げている。石油危機以降の省

エネ努力を受け、我が国産業界は欧米諸国に比して既に極めて高いエネルギー

効率を達成している。また、20 年間の経済の拡大を考えれば、この目標は非常

に厳しく意欲的なものと言える。実際、対策を実施しない場合の 2010 年度の排

出量は、90 年度比 5.9％増加することが見込まれている。 

 

２．狙 い 

温暖化のような長期的かつ地球規模で生じる環境問題は、その原因があらゆ

る事業活動や我々の日常生活の隅々にまで関係している。そのため、一律に活

動を制限することができず、従来の規制という手法では十分な対処が難しい。

70 年代の公害対策等で効果をあげてきた従来型の規制的措置に代って、地球規

模での問題について対策効果が期待されるのが自主的取組みである。自主的取

組みは、各業種の実態を最も良く把握している事業者自身が、技術動向その他

の経営判断の要素を総合的に勘案して、費用対効果の高い対策を自ら立案、実

施することが、対策として最も有効であるという考え方に基づいている。さら

に日本経団連では、毎年、自主行動計画の進捗状況をフォローアップし、その

結果を、インターネット等を通じて、広く一般に公表している。つまり、環境

自主行動計画は、(1)目標の設定、(2)目標達成に向けた取組み、(3)取組みの進

捗状況の定期的なフォローアップ、(4)インターネット等を通じたフォローアッ

プ結果の公表という４つのステップを毎年繰り返すことで、継続的な改善を促

し、目標の未達を事前に防ぐことができる仕組みになっている。 



なお、環境自主行動計画は、わが国の京都議定書批准に先立ち 2002 年 3 月に

改訂された「地球温暖化対策推進大綱」にも、2002 年～2004 年までの第 1ステ

ップにおいては、産業部門の対策について環境自主行動計画を尊重することが

うたわれている。自主行動計画の進捗状況は、毎年関係審議会の場でレビュー

されており、さらに地球温暖化問題への国内対策に関する関係審議会合同会議

にも報告している。 

 

３．今後の方針 

経団連としては、今後とも、参加業種に対して個々の目標達成に向けた対策

の着実な実施を求めるとともに、全体として統一目標の達成に全力をあげて努

力していく。さらに、環境自主行動計画第三者評価委員会の報告書を踏まえて、

継続的に透明性・信頼性の向上に努めていく。 

 

 

〔参考：廃棄物対策について〕 

経団連では、97 年に経団連環境自主行動計画を策定するにあたって、廃棄物

対策も一つの柱とし、業種毎に目標を定め、自主的に対策の推進を図ってきた。

1999 年には「産業界として 2010 年度における産業廃棄物最終処分量の目標量を

1500 万トン(1990 年度比 25％)とする」という産業界全体としての統一目標を掲

げた。目標の達成に向け、毎年、その進捗状況をフォローアップしている。 

 

以 上 

 



（参 考）温暖化問題についての基本的な考え方 

 

１．産業界の温暖化対策について 

(１) 温暖化対策は自主的取り組みを中心とすべき 

経団連環境自主行動計画には現在 58 団体・企業が参加し、温暖化問題に積極

的に取り組んでいる。このうち、産業・エネルギー転換部門の 35 業種が「2010

年度に CO2排出量を 1990 年度レベル以下に抑制するよう努力する」という統一目

標を設置している。2002 年度の CO2排出量は、景気の緩やかな回復に伴う生産量

の増加にもかかわらず、CO2排出原単位やエネルギー原単位の向上あるいは炭素含

有量の少ないエネルギーへのシフトの面でも着実に成果をあげ、1990 年度比で

1.9％の減少となった。産業界の温暖化対策は、今後とも自主的取り組みを中心

とすべきである。 

 

(２) 透明性・信頼性の向上を図るための仕組み 

経団連では毎年、自主行動計画の進捗状況を業種毎に詳細にフォローアップし、

インターネット等を通じてその結果を広く公表している。また、各業種の自主行

動計画の進捗状況は、毎年関係審議会の場でレビューされており、その結果は地

球温暖化問題への国内対策に関する関係審議会合同会議にも報告されている。 

今後も、一層の透明性・信頼性を確保しつつ中長期にわたり自主行動計画の枠

組みの中で産業界の取り組みを続けるために、2002 年 7月、環境自主行動計画第

三者評価委員会を設置した。2003 年度フォローアップからは、同委員会の報告を

踏まえ、内容改善を図っている。 

 

(３) 技術開発による貢献 

温暖化対策は長期的には技術開発が鍵となることから、産業界としては技術開

発によって引き続き貢献していく考えである。しかしながら、石油危機以降、す

でに 20％以上の省エネを達成し、諸外国に比して非常に高い省エネを達成したわ

が国の産業界が、一層の CO2 削減を実現するためには、原子力をはじめとした既

存の技術を総動員するとともに、革新的な技術開発が不可欠である。経済と環境

の両立に向けて、地球温暖化防止技術を国家の技術開発戦略の柱の一つとして位

置付け、民間の技術開発を促すよう政府が中長期的な支援を行なっていくことが

求められる。 

 

(４) 原子力利用の推進 

CO2を排出しない原子力利用の推進が、温暖化対策のうえで最重要の課題となる。

産業界・国・地方自治体が安全性の確保に最大限の努力を傾注するとともに、国

民の理解を得るためにより一層の情報公開に努め、原子力利用の推進を図るべき

である。 



 

２．民生・運輸部門の温暖化対策について 

環境省発表の 2001 年度の CO2排出量の部門別内訳によると、エネルギー転換部

門と産業部門の CO2 排出量は 1990 年度以降ほぼ横ばいであるにも関わらず、民

生・運輸部門の CO2排出量はそれぞれ 90年度比 25.5％、22.8％増加しており、2001

年度実績で見ると日本全体の 50.2％を占めるに至っている。 

政府は民生、運輸の対策の多くが国民生活に直結する性格のものであることを

認識し、我が国の目標達成の厳しさと国民が果たす役割の重要性について教育・

啓蒙に努めるとともに、交通渋滞解消のためのインフラ整備など、CO2削減に効果

のある対策を策定すべきである。 

産業界としても、引き続きトップランナー基準の達成等、技術開発により民

生・運輸部門の排出削減に寄与するとともに、従業員に対する啓蒙活動を通じた

民生家庭部門の排出削減など、可能なことから対策に取り組んでいく。 

 

３．国内制度について 

(１) 計画の協定化・義務化は自主的取り組みのメリットを損なう 

英国等では、温暖化防止への取り組みにつき、業界または企業が政府との間で

協定を結ぶ方法が導入されており、わが国にもこれを導入すべきとの議論がある。

しかし、わが国の場合の協定は、従来の例を見ても、柔軟性のない、規制的・拘

束的な意味合いの強い、片務的なものとなるおそれが大きい。温暖化対策をこの

ように協定化すれば、従来の自主的取り組みのメリットである柔軟性が損なわれ

るおそれがあり、安易に導入すべきではない。 

また、行動計画の策定を義務付けるべきとの議論もあるが、産業界の温室効果

ガス排出抑制の取り組みは、各業種の実態を最もよく把握している事業者自身が、

自主的に実行計画を策定し、実施するのが最も効果的である。これを義務化する

ことは、自主的取り組みのメリットを著しく損なうこととなり、望ましくない。 

 

(２) 強制的な排出枠の割当を前提とした国内排出量取引は不適切 

強制的な排出枠の割当を前提とした国内排出量取引制度の構築は、きわめて経

済統制的であり市場経済になじまないこと、割当における公平性の確保が困難な

ことなどから、不適切である。また、特にわが国の場合、企業の省エネ目標が相

当高いレベルにあり、国内市場に放出するほど排出枠に余裕は生じないことが予

想される。 

 

(３) 環境税の導入には幅広い調査・研究が必要 

CO2排出抑制の手段として、環境税（炭素税、炭素・エネルギー税を含む）を導

入すべきとの考え方があるが、温暖化問題は国民一人ひとりの日常生活や経済活

動に深く関わる問題であり、国民全体の主体的な参加と協力が不可欠である。 



2003 年 8月に中央環境審議会の専門委員会が示した温暖化対策税は、本格的な

景気回復に水を差し、産業活動の足枷となる。新規増税は製造業の国際競争力を

損ない、国内産業の空洞化をもたらし、雇用に深刻な影響を及ぼすばかりでなく、

世界最高水準のエネルギー効率を実現してきたわが国から海外への生産移転は、

結果的に地球全体では温暖化ガスの排出量増大につながる惧れがある。 

また、化石燃料には、2003 年 10 月に導入された石油・石炭税をはじめ既に様々

なエネルギー税が課されており、新たな税の導入は製造業への多重課税となり、

一層の過重な負担をもたらす。 

新たな温暖化対策の検討においては、地球温暖化対策推進大綱に定める各部門

の具体的対策を着実に実施するとともに、その効果を評価した上で必要な施策を

検討すべきであり、安易に税を導入すべきではない。 

 

４．国際戦略について 

(１) 2013 年以降の目標について 

温暖化問題は地球規模の問題であり、すべての国・地域が参加する温室効果ガ

ス削減の枠組みを構築する必要がある。2013 年以降、最大の排出国である米国や、

人口増加・経済発展につれ大幅な排出増が見込まれる途上国も含め、すべての国

が環境と経済の両立を実現しつつ、現実的で柔軟な枠組のあり方を検討すべきで

ある。 

 

(２) 京都メカニズムについて 

経済と環境の両立を図りながら京都議定書の目標を達成するために、京都メカ

ニズムは有効な対策の選択肢の一つであり、早期に国際ルールの具体化を図る必

要がある。京都メカニズムが効果を上げるには民間の自主的な参加が不可欠であ

り、手続の簡素化、取得したクレジットの帰属の明確化など、民間が参加しやす

い仕組みを構築することが求められる。 

 

以 上 
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